
 

（№１４２）                                                 （２００９年３月１０日） 

冬期、旭山動物園は４月７日まで無休で開園しています 

こども牧場では 11 月ころまで産卵しています 

黄身の部分がそのままヒヨコにな 

るのではありません。卵黄の上面に 

ある胚（はい）という部分が、卵黄の栄養を 

すいとりながら成長し、ヒナになります。 

卵黄はいわゆるヒナのお弁当です。ちなみに 

白身には成長に必要なたっぷりの水分とたん白 

をふくんでいて、黄身を守る役割もしています。  羽を広げるとその大きさ２｡５メートル。オオワシのペアがこの冬も産卵

しました。通常、オオワシは１～２つの卵を産みますが、飼育展示係が巣か

らタマゴを取り出すと、オオワシが卵を補充するようにまた１つ産み足しま

す。その卵を補充卵（ほじゅうらん）といいます。これは、タマゴが割れて

しまったときや、天敵にタマゴを食べられてしまったときのために備えた鳥

の習性です。 

 今年オオワシは補充卵をふくめて４つの卵を産みました。そのうち、２つ

を親鳥が育て、あとの２つは「ふ卵器」を使います。野生のオオワシは、６

～７０００羽程度しか生息しておらず、将来が心配されています。オオワシ

の「種の保存」に貢献できるように、旭山動物園ではオオワシの繁殖に取り

組んでいます。 

 

春から夏にかけて、産卵のピークです。６～７月

頃には、ととりの村で親鳥がヒナをつれて歩く様子

がみられます。今年は何羽かえるかな？夏が待ち遠

しいですね。 

 

 

その年の気温や天候によって産卵時期

は微妙に異なってきます。おおよその期

間で次のようになります。１年のうち一

時期しか産卵しない鳥がほどんどである

のに対し、ニワトリは寒い期間を除いて、

１年の大半で産卵します。 

ヒナには、殻をわる時にだけ使う卵歯というもの

があります。くちばしの先の小さな固いこの部分。 

私たちの食卓にのぼるほとんどのタマ

ゴは無精卵で、あたためてもヒナは生まれ

ません。オスとメスが交尾をして、うまれ

たタマゴを有精卵といいます。 

タマゴの中で胚が成長してヒナとして

うまれてきます。 
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